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防  空  壕  

              西  羽   晃  

太 平洋 戦 争 も末 期 に な ると 、 日本 の 本 土が ア メ リ カ軍 機か

ら 直接 に 攻 撃さ れ る よう に な った 。 そ れに 備 え て、 家 庭 でも

防 空壕 を 造 るよ う に 政府 か ら 指導 さ れ た。 多 く の家 庭 で は自

宅 の 庭 を 掘 り、 上 に 簡単 な 屋 根を 載 せ る程 度 で あっ た 。 戦後

は 不要 と な った の で 、殆 ん ど が壊 さ れ た。 諸 戸 家の 防 空 壕は

流石 に 頑 丈に 造 ら れて お り 、今 も 東 諸戸 （ 六 華苑 ）、西 諸戸 、

諸 戸徳 成 邸 に残 っ て いる 。 今 春に 行 わ れた 諸 戸 徳成 邸 最 後の

特別公開 で、 初めて 防空壕 も 公開され た。  

核 攻撃 に も 耐え ら れ そ うな シ ェル タ ー であ る 。 内 部の 照明

が ない の で 、公 開 時 には ラ ン タン を 置 いて 足 元 を照 ら し た。                     

     

諸戸徳成 邸の 防空壕       深谷 の防 空壕  

 

公開後の 反省 会の席 上、深 谷 に防空が 残っ ている 話が出 た 。

早 速に 持 主 に連 絡 を して も ら い、 見 に 行く こ と にし た 。 行っ

てみると 足元 に大き な木が 倒 れて、近 づく ことも できな い 。  

そ の後 に 持 主の 方 が 木を 片 付 けら れ た が、 内 部 は泥 が 堆 積し

て いる の で 、７ 月 １ ２日 に 有 志で 泥 の 撤去 を 行 った 。 内 部は

半 分ほ ど は 泥に 埋 ま って い て 、泥 水 が 溜ま っ て いる 。 排 水を

試 み、 泥 を 取り 除 い たが 、 暑 さで 作 業 は進 ま ず 、３ 分 の １ほ

どを残し て作 業は中 止した 。  



こ の防 空 壕 は飛 鳥 寺 の 丘の 中 腹に 横 穴 を掘 っ た も ので 、当

時 四日 市 商 業学 校 の 生徒 だ っ た内 山 八 寿雄 さ ん （ 89） が 手掘

り で掘 っ た もの で 、 堅い 岩 盤 で苦 労 さ れた そ う であ る 。 八寿

雄 さん の お 父さ ん は 大工 さ ん であ り 、 入口 の レ ンガ 積 み をさ

れたそう であ る。八 寿雄さ ん は深谷で 内山 ラジオ 店 を営 ま れ、

今は息子 さん 、お孫 さんが 継 いでおら れる 。  

深 谷で は あ ちこ ち に 防空 壕 が あっ て 、「 マ ン ボ」 と 称 し て、

今 もミ カ ン の貯 蔵 庫 をし て 利 用さ れ て いる と か 。い ず れ 調査

し てみ た い と思 う 。 ８月 に な ると 、 戦 争の こ と が思 い 出 され

る 。 戦 争 は 兵士 だ け が競 技 場 で戦 う 競 技で は な い。 す べ ての

人 の生 命 ・ 財産 を 奪 って し ま う。 再 び 戦争 を 起 こし て は なら

ない。  

 

 


